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令和２年度 一般社団法人 日本腎臓学会総会 議事次第 

 
日 時：令和 2 年 6 月 20 日（土）11:00～12:00 
会 場：東京ガーデンパレス３階 平安の間 

     〒113-0034 東京都文京区湯島 1-7-5 

 
・一般社団法人 日本腎臓学会理事長  柏原 直樹 挨拶 
・令和 2 年度 第 63 回学術総会長  柏原 直樹 挨拶 

    ・総会成立の確認 
    ・議事録署名人選出 
 

審議事項 

 １．理事承認の件･･････････････････････････････････････････････････（1） 

 ２．監事承認の件･･････････････････････････････････････････････････（1） 

３．新規・更新評議員候補者承認の件････････････････････････････････（1） 

４．名誉会員候補者承認の件････････････････････････････････････････（2） 

５．令和元年度決算報告承認の件（会計監査報告を含む）･･････････････（4） 

 

報告事項 

１．令和元年度事業報告（庶務報告・業務監査報告を含む）･･･････････（18） 

２．令和２年度事業計画･･････････････････････････････････････････ （26） 

３．令和２年度収支予算･･････････････････････････････････････････ （29） 

４．令和６年度学術総会長の件････････････････････････････････････ （32） 

５．令和５年度学術大会長の件････････････････････････････････････ （32） 

６．その他 

     ・上田賞授与者･････････････････････････････････････････････････（32） 

     ・大島賞授与者･････････････････････････････････････････････････（32） 

          ・CSA（Clinical Scientist Award）授与者･････････････････････････（32） 

・優秀論文賞授与者･････････････････････････････････････････････（32） 

     ・ベストサイテーション賞授与者･････････････････････････････････（33） 

       ・YIA（Young Investigator Award）授与者････････････････････････（33） 
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審議事項 
 

令和２年度日本腎臓学会総会審議事項 
 

１．理事候補者（敬称略） 

  猪阪 善隆、内田 啓子、内田 信一、柏原 直樹、要  伸也、 
  清水  章、鈴木 祐介、田村 功一、深水  圭、藤枝 幹也 
  丸山 彰一、宮崎 真理子、宮嶋  哲、守山 敏樹、門川 俊明、 
  柳田 素子、山縣 邦弘、横尾  隆、和田  淳、和田 隆志 
 

２．監事候補者（敬称略） 

  岡田 浩一、成田 一衛、服部 元史 
 

３．新規・更新評議員候補者（敬称略） 

  【新規評議員】 
花岡 洋成、新里 高広、小泉 賢洋、中司 敦子、小林  竜、 

長尾 知明、朝田 啓明、玉垣 圭一、森  克仁、佐藤 裕行、 

池森 敦子、佐藤 弘恵、廣瀬 卓男、神田 武志、中野 敏昭、 

諏訪部 達也、濱崎 祐子、福永 昇平、山本  卓、馬場園 哲也、 

藤乘 嗣泰                          21 名 

 

【更新評議員】 

安西 尚彦、猪原 登志子、岡戸 丈和、小川 哲也、川本 進也、 
喜多村 真治、清元 秀泰、小堀 浩幸、櫻井 裕之、笹冨 佳江、 
佐藤 壽伸、澤  直樹、武井  卓、武中 恒夫、塚口 裕康、 
鶴屋 和彦、土井 研人、長瀬美 樹、西山  成、八田  告、 
古市 賢吾、星野 純一、升谷 耕介、三浦 直人、三好 賢一、 
森本  聡、安田 宜成、横尾  隆、頼  建光、秋岡 祐子、 
内田 冶仁、遠藤 知美、大橋  靖、小川  晋、小川 弥生、 
風間 逸郎、金本 勝義、叶澤 孝一、河原崎 宏雄、神田 英一郎、 
木野村  賢、近藤 秀治、祖父江  理、田中 麻理、土井 盛博、 
徳山 博文、冨永 直人、中井 健太郎、長田 太助、長谷部 直幸、 
濱田 千江子、原田 幸児、張田  豊、古屋 文彦、松原  雄、 
三浦 健一郎、森  建文、森  龍彦、安岡 有紀子、 
谷田部 淳一、山田 剛久、山端 潤也、吉原 史樹、和田 健彦 

        64 名 
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４．名誉会員候補者（敬称略） 

  渡辺 毅、吉川 徳茂、木村 健二郎、富野 康日己、草野 英二、 
井関 邦敏、山本  格                        7 名 
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一般社団法人日本腎臓学会理事選挙確定得票数のお知らせ 
 
会員各位 
 令和 2 年 3 月 2 日から令和 2 年 3 月 25 日に亘り実施しました令和 2・3 年度理事選

挙結果について、下記のとおり報告いたします。 
一般社団法人 日本腎臓学会 

理事選挙管理委員会委員長 横山  仁 
 
順 位 立 候 補 者 所 属 得 票 数 備 考 

1 和田 隆志 金沢大学 2,204  
2 柳田 素子 京都大学 2,200  
3 柏原 直樹 川崎医科大学 2,190  
4 山縣 邦弘 筑波大学 2,187  
5 横尾  隆 東京慈恵会医科大学 2,181  
6 丸山 彰一 名古屋大学 2,168  
7 鈴木 祐介 順天堂大学 2,124  
8 猪阪 善隆 大阪大学 2,111  
9 宮崎 真理子 東北大学 2,094  
10 内田 信一 東京医科歯科大学 2,088  
11 要  伸也 杏林大学 2,038  
12 和田  淳 岡山大学        2,030  
13 深水  圭 久留米大学 2,028  
14 田村 功一 横浜市立大学 2,026  
15 内田 啓子 東京女子医科大学 1,973  
16 清水  章 日本医科大学 1,931  
17 門川 俊明 慶應義塾大学 1,927  
18 藤枝 幹也 高知大学 1,746  
19 守山 敏樹 大阪大学 1,692  
20 宮嶋  哲 東海大学 1,691  
21 寺脇 博之 帝京大学ちば総合医療 C 1,135  

 



4

５．令和元年度決算報告

(単位:円)

Ⅰ　資産の部
 1. 流動資産

現預金合計 △ 27,037,080
前払金
未収金

流動資産合計
 2. 固定資産

(1) 基本財産
基本財産引当預金

基本財産合計
(2) 特定資産

退職給付引当資産
国際腎臓学会招致引当預金
日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金
学術調査研究基金
学会主導学術総会引当預金 △ 15,680,337

特定資産合計
(3) その他固定資産

リース資産 △ 2,917,408
什器備品
ソフトウェア
電話加入権

その他固定資産合計
固定資産合計
資産合計

Ⅱ　負債の部
 1. 流動負債

未払金 △ 5,295,120
前受金 △ 16,121,466
預り会費 △ 405,000
預り金 △ 409,331
一年以内返済予定未払リース債務

流動負債合計 △ 19,471,573
 2. 固定負債

退職給付引当金
未払リース債務 △ 5,676,752

固定負債合計 △ 3,952,202
負債合計 △ 23,423,775

Ⅲ　正味財産の部
 1. 指定正味財産

寄付金
指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)

 2. 一般正味財産
(うち基本財産への充当額)
(うち特定資産への充当額)
正味財産合計
負債及び正味財産合計

貸借対照表
令和2年 3月31日現在

科目 当年度 前年度 増減
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(単位:円)

Ⅰ　一般正味財産増減の部
 1. 経常増減の部

(1) 経常収益
基本財産運用益

基本財産受取利息
受取会費

受取入会金
正会員受取会費
団体会員受取会費 △ 65,000
賛助会員受取会費 △ 100,000

事業収益
会場収益
広告料収益
認定料収益
更新料収益
試験料収益
ｾﾙﾌﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ問題収益 △ 84,000
厚労省受託事業収入

受取補助金等
受取国庫補助金収入 △ 500,000
国際腎臓学会
その他自治体補助金 △ 1,514,660

受取寄付金
受取寄付金 △ 700,000
賛助金収入 △ 10,596,972

雑収益
受取利息
雑収益

経常収益計
(2) 経常費用

事業費
給料手当
福利厚生費 △ 64,908
退職給付費用
会議費 △ 1,148,718
旅費交通費
通信運搬費 △ 1,266,959
備品消耗品費 △ 528,497
修繕費 △ 164,467
印刷製本費 △ 5,809,580
会場費 △ 11,171,824
水道光熱費 △ 2,371
賃借料
保険料 △ 503
諸謝金 △ 1,677,490
事務用品費
リース料 △ 23,994
奨励金 △ 300,000
租税公課 △ 12,498,983
支払負担金 △ 285,000
寄付金 △ 6,459,736
委託費
奨学金 △ 300,000
広告宣伝費
記念品費
支払手数料
減価償却費
雑費 △ 166,715

事業費計
管理費

給料手当
福利厚生費
支払報酬
会議費
旅費交通費
通信運搬費
備品消耗品費 △ 27,081
修繕費 △ 186,029
印刷製本費
水道光熱費 △ 1,716
賃借料
保険料 △ 366
諸謝金
事務用品費 △ 206,982
リース料 △ 17,376
租税公課 △ 12,130
支払負担金
支払手数料
委託費
記念品費 △ 3,888
減価償却費 △ 482,819
雑費
退職給与引当金繰入額 △ 7,175

管理費計
経常費用計

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 9,474,732
当期経常増減額 △ 9,474,732

 2. 経常外増減の部
(1) 経常外収益

経常外収益計
(2) 経常外費用

固定資産除却損 △ 2
経常外費用計 △ 2

当期経常外増減額 △ 2
当期一般正味財産増減額 △ 9,474,734
一般正味財産期首残高 △ 9,474,734
一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部
基本財産運用益
基本財産運用益計
一般正味財産への振替額

一般正味財産への振替額
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

正味財産増減計算書
平成31年 4月 1日から令和2年 3月31日まで

科目 当年度 前年度 増減
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(単位:円)

Ⅰ　一般正味財産産増の部

 1. 経常産増の部

(1) 経常収益

基本財産運用益

基本財産受取利息 5,095 5,095

受取会費

受取入会金 888,000 888,000

正会員受取会費 139,432,000 139,432,000

団体会員受取会費 247,000 247,000

賛助会員受取会費 3,650,000 3,650,000

事業収益

会場収益 7,090,000 243,177,739 250,267,739

広告料収益 4,398,154 8,007,000 12,405,154

認定料収益 6,320,000 6,320,000

更新料収益 24,900,000 24,900,000

試験料収益 11,190,000 11,190,000

ｾﾙﾌﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ問題収益 1,024,000 1,024,000

厚労省受託事業収入 27,200,000 27,200,000

受取補助金等

受取国庫補助金収入 7,000,000 7,000,000

国際腎臓学会 1,648,200 1,648,200

受取寄付金

受取寄付金 500,000 500,000

賛助金収入 18,180,000 18,180,000

雑収益

受取利息 31 1,054 1,577 2,662

雑収益 35,439,372 330,000 35,769,372

経常収益減 27,200,000 53,927,557 1,648,200 269,365,793 43,434,000 145,053,672 0 540,629,222

(2) 経常費用

事業費

給料手当 3,370,051 10,688,672 3,837,670 4,831,358 6,915,430 29,643,181

福利厚生費 442,434 1,488,181 443,722 605,562 880,453 3,860,352

退職給付費用 209,285 222,280 134,480 245,160 394,200 1,205,405

会議費 712,283 3,374,329 446,106 13,645,469 34,433 18,212,620

旅費交通費 2,226,786 8,620,711 8,185,519 30,319,516 2,167,739 51,520,271

通信運搬費 216,247 12,643,770 43,673 3,073,784 4,333,155 20,310,629

備品消耗品費 2,320 31,385 2,320 277,646 29,475 343,146

修繕費 41,736 564,668 41,736 245,508 1,480,044 2,373,692

印刷製本費 9,889 63,464,889 41,205 22,869,052 2,445,905 88,830,940

会場費 0 2,284,089 591,281 88,045,266 1,405,140 92,325,776

水道光熱費 5,747 77,757 5,747 33,807 73,024 196,082

賃借料 85,333 1,175,622 85,333 501,958 1,084,228 2,932,474

保険料 4,335 58,645 4,335 25,498 55,075 147,888

諸謝金 0 1,277,837 0 2,270,023 3,547,860

事務用品費 10,742 406,236 10,742 1,832,778 164,093 2,424,591

リース料 93 1,252 93 544 1,176 3,158

奨励金 1,700,000 0 0 0 0 1,700,000

租税公課 0 4,706,892 0 13,007,690 718,031 18,432,613

寄付金 0 0 2,090,900 0 0 2,090,900

委託費 26,710,000 12,982,181 474,568 56,947,964 312,530 97,427,243

奨学金 900,000 0 0 0 0 900,000

広告宣伝費 0 612,936 642,522 1,549,801 0 2,805,259

記念品費 596,682 130,788 0 1,739,614 0 2,467,084

支払手数料 46,712 221,433 62,136 41,440 316,480 688,201

増価償却費 856,281 788,293 58,265 342,736 740,310 2,785,885

雑費 1,562 3,669,006 13,895 21,932 19,847 3,726,242

事業費減 38,148,518 129,491,852 17,216,248 242,474,106 23,570,768 0 0 450,901,492

管理費

給料手当 11,109,697 11,109,697

合減

正味財産産増減算書内訳書
平成31年 4月 1日から令和2年 3月31日まで

科　　目 研究調査奨励事業 出版･啓発事業 交流事業 学術集会事業 専門医制度事業 法人会減 内部取引消去
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合計科　　目 研究調査奨励事業 出版･啓発事業 交流事業 学術集会事業 専門医制度事業 法人会計 内部取引消去

福利厚生費 1,829,366 1,829,366

支払報酬 3,150,000 3,150,000

会議費 2,810,574 2,810,574

旅費交通費 5,835,856 5,835,856

通信運搬費 3,257,831 3,257,831

備品消耗品費 57,312 57,312

修繕費 1,547,795 1,547,795

印刷製本費 1,401,137 1,401,137

水道光熱費 141,990 141,990

賃借料 2,108,222 2,108,222

保険料 107,089 107,089

諸謝金 467,754 467,754

事務用品費 265,382 265,382

リース料 2,285 2,285

租税公課 6,554 6,554

支払負担金 1,262,750 1,262,750

支払手数料 1,442,133 1,442,133

委託費 577,125 577,125

減価償却費 1,040,484 1,040,484

雑費 38,592 38,592

退職給与引当金繰入額 519,145 519,145

管理費計 0 0 0 0 0 38,979,073 0 38,979,073

経常費用計 38,148,518 129,491,852 17,216,248 242,474,106 23,570,768 38,979,073 0 489,880,565

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 10,948,518 △ 75,564,295 △ 15,568,048 26,891,687 19,863,232 106,074,599 0 50,748,657

当期経常増減額 △ 10,948,518 △ 75,564,295 △ 15,568,048 26,891,687 19,863,232 106,074,599 0 50,748,657

 2. 経常外増減の部

(1) 経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

(2) 経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 10,948,518 75,564,295 15,568,048 △ 26,891,687 △ 19,863,232 △ 106,074,599 0 0

当期一般正味財産増減額 0 0 0 0 0 50,748,657 0 50,748,657

一般正味財産期首残高 0 0 0 0 0 301,950,116 0 301,950,116

一般正味財産期末残高 0 0 0 0 0 352,698,773 0 352,698,773

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産運用益

基本財産運用益計 5,095 0 5,095

一般正味財産への振替額

一般正味財産への振替額 5,095 0 5,095

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 60,000,000 0 60,000,000

指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 60,000,000 0 60,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 0 0 0 0 0 412,698,773 0 412,698,773
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(単位:円)

（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として

普通預金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
1809394

運転資金として

三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
0480882

運転資金として

郵便振替 東京事務センター　00190-7-7855 運転資金として

東京事務センター
00130-6-548628

運転資金として

現預金合計

前払金 2年度学術集会事業として

未収金 出版啓発事業として

流動資産合計

（固定資産）

基本財産

基本財産引当預金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
定期預金 1809394

運営資金として

特定資産

退職給付引当資産
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
定期預金 1814313

退職金の支払いに備えたもの

国際腎臓学会招致引当預金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　1814279

交流事業の積立金

日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　2043552

学術調査研究基金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　2039445

研究調査奨励事業の積立金

学会主導学術総会引当預金
三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　0617890

学術集会事業の積立金

三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　0617845

学術集会事業の積立金

三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　0617785

学術集会事業の積立金

三菱東京UFJ銀行　八重洲通支店
普通預金　2094684

学術集会事業の積立金

その他固定資産

リース資産 運営資産として

什器備品 机、椅子、ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ他 運営資産として

ソフトウェア 運営資産として

電話加入権 運営資産として

固定資産合計

資産合計

（流動負債）

未払金 期末事業未払金として

前受金 2年度学術集会事業前受金

預り会費 承認前会員預り会費

預り金 職員源泉税等

一年以内返済予定未払リース債務
一年以内返済予定リース資産に対
する債務

流動負債合計

（固定負債）

退職給付引当金
退職金の支払いに備えたものとし
て

未払リース債務 リース資産に対する債務

固定負債合計

負債合計

正味財産

財産目録
令和2年 3月31日現在

貸借対照表科目 場所･物量等 使用目的等 金額
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 1. 継続事業の前提に関する注記
継続事業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況にはない。

 2. 重要な会計方針
（1）固定資産の減価償却の方法
　　有形固定資産
　　什器備品・・・定額法によっている。
　　無形固定資産
　　ソフトウェア・・・法人内における利用可能期間（5年）に基づき定額法によっている。

（2）引当金の計上基準
　　退職給付引当金
　　職員に対する退職給付金の支給に備えるため、退職金規程に基づく期末要支給額を計上している。

（3）リース取引の処理方法
　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

（4）消費税の会計処理
　　消費税の会計処理は、税込方式によっている。

 3. 会計方針の変更
該当なし

 4. 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位:円)

 5. 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位:円)

財務諸表に対する注記

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産

基本財産引当預金
小計

特定資産
退職給付引当資産
国際腎臓学会招致引当預金
日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金
学術調査研究基金
学会主導学術総会引当預金

小計
合計

科目 当期末残高
(うち指定正味財産

からの充当額)
(うち一般正味財産

からの充当額)
(うち負債に対応す

る額)
基本財産

基本財産引当預金 ― ―
小計 ― ―

特定資産
退職給付引当資産 ― ―
国際腎臓学会招致引当預金 ― ―
日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金 ― ―
学術調査研究基金 ― ―
学会主導学術総会引当預金 ― ―

小計 ―
合計



10

 6. 担保に供している資産
該当なし。

 7. 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位:円)

 8. 保証債務(債務保証を主たる目的事業としている場合を除く。)等の偶発債務
該当なし。

 9. 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
該当なし

10. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

11. 基金及び代替基金の増減額及びその残高
該当なし

12. 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
該当なし

13. 関連当事者との取引の内容
該当なし

14. 重要な後発事象
該当なし

15. その他
該当なし

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
その他固定資産

什器備品

合計

ソフトウェア
リース資産

(単位:円)

補助金

CEN科研費 日本学術振興会 ―

SRC事業補助金 国際腎臓学会 ―

貸借対照表上の

記載区分

合計

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
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 1. 重要な固定資産の属明
(単位:円)

 2. 引当金の属明
(単位:円)

60,000,000

附属属明書

区分 資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額
基本財産 基本財産引当預金 60,000,000 0 0

20,291,100
基本財産計 60,000,000 0 0 60,000,000

特定資産 退職給付引当資産 18,566,550 1,724,550 0

11,417,133
国際腎臓学会招致引当預金 43,576,844 0 0 43,576,844
日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金 11,417,133 0 0

74,076,543
学術調査研究基金 129,566,805 20,000,000 0 149,566,805
学会主導学術総会引当預金 89,756,880 271,555,337 287,235,674

6,374,912
特定資産計 292,884,212 293,279,887 287,235,674 298,928,425

その他固定資産 リース資産 9,292,320 264,000 3,181,408

19,693,466
什器備品 274,103 490,000 118,673 645,430
ソフトウェア 1,666,656 18,553,098 526,288

27,013,744
電話加入権 299,936 0 0 299,936

その他固定資産計 11,533,015 19,307,098 3,826,369

20,291,100

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高
目的使用 その他

退職給付引当金 18,566,550 1,724,550 0 0
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(単位:円)

Ⅰ　事業活動収支の部
 1. 事業活動収入

基本財産運用収入
基本財産利息収入 6,000 5,095 905

会費収入
入会金収入 900,000 888,000 12,000
正会員会費収入 141,401,000 139,432,000 1,969,000
団体会員会費収入 286,000 247,000 39,000
賛助会員会費収入 3,800,000 3,650,000 150,000

事業収入
会場収入 229,548,000 250,267,739
広告料収入 12,694,000 12,405,154 288,846
認定料収入 6,000,000 6,320,000
更新料収入 24,000,000 24,900,000
試験料収入 9,000,000 11,190,000
ｾﾙﾌﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ収入 800,000 1,024,000
厚労省受託事業収入 0 27,200,000

受取補助金等収入
国庫補助金収入 1,000,000 7,000,000
国際腎臓学会 0 1,648,200

受取寄付金収入
受取寄付金収入 1,300,000 500,000 800,000
賛助金収入 18,500,000 18,180,000 320,000

受取助成金 8,650,000 0 8,650,000
雑収入

受取利息収入 1,000 2,662
雑収入 10,300,000 35,769,372

事業活動収入計 468,186,000 540,629,222
 2. 事業活動支出

事業費支出
給料手当支出 31,850,897 29,643,181 2,207,716
福利厚生費支出 4,309,000 3,860,352 448,648
会議費支出 17,545,000 18,212,620
旅費交通費支出 39,240,000 51,520,271
通信運搬費支出 21,317,000 20,310,629 1,006,371
備品消耗品費支出 490,000 343,146 146,854
修繕費支出 5,671,763 2,373,692 3,298,071
印刷製本費支出 94,538,900 88,830,940 5,707,960
会場費支出 65,072,324 92,325,776
水道光熱費支出 250,100 196,082 54,018
賃借料支出 3,551,094 2,932,474 618,620
保険料支出 186,800 147,888 38,912
諸謝金支出 5,861,372 3,547,860 2,313,512
事務用品費支出 583,736 2,424,591
リース料支出 3,886 3,158 728
奨励金支出 2,000,000 1,700,000 300,000
租税公課支出 24,989,200 18,432,613 6,556,587
寄付金支出 3,200,000 2,090,900 1,109,100
委託費支出 100,800,000 97,427,243 3,372,757
奨学金支出 1,500,000 900,000 600,000
広告宣伝費支出 3,480,000 2,805,259 674,741
記念品費支出 986,340 2,467,084
支払手数料支出 570,000 688,201
雑費支出 5,218,500 3,726,242 1,492,258

事業費支出計 433,215,912 446,910,202
管理費支出

給料手当支出 11,184,320 11,109,697 74,623
福利厚生費支出 1,350,000 1,829,366
支払報酬 3,132,000 3,150,000
会議費支出 2,013,000 2,810,574
旅費交通費支出 3,865,000 5,835,856
通信運搬費支出 3,685,000 3,257,831 427,169
備品消耗品費支出 50,000 57,312
修繕費支出 1,451,507 1,547,795
印刷製本費支出 2,990,000 1,401,137 1,588,863
水道光熱費支出 100,000 141,990
賃借料支出 1,444,459 2,108,222
保険料支出 55,691 107,089
諸謝金支出 233,877 467,754
事務用品費支出 216,000 265,382
リース料支出 1,557 2,285
租税公課支出 10,800 6,554 4,246
負担金支出 1,263,000 1,262,750 250
支払手数料支出 1,450,000 1,442,133 7,867
委託費支出 220,000 577,125
記念品費支出 15,000 0 15,000
交際費支出 50,000 0 50,000
雑費支出 25,000 38,592

管理費支出計 34,806,211 37,419,444
事業活動支出計 468,022,123 484,329,646

事業活動収支差額 163,877 56,299,576
Ⅱ　投資活動収支の部

 1. 投資活動収入
特定資産取崩収入

学会主導学術総会収入 244,937,000 287,235,674
学術調査研究基金取崩収入 20,000,000 0 20,000,000

特定資産取崩収入計 264,937,000 287,235,674
投資活動収入計 264,937,000 287,235,674

 2. 投資活動支出
特定資産取得支出

退職給付引当資産取得支出 1,519,150 1,724,550
学術調査研究基金取得支出 20,000,000 20,000,000 0
学会主導学術総会取得支出 222,868,660 271,555,337
日中韓腎ｶﾝﾌｧﾗﾝｽ引当預金繰入支出 0 0 0

特定資産取得支出計 244,387,810 293,279,887
固定資産取得支出

専門医症例登録システム取得支出 18,000,000 17,172,598 827,402
什器備品取得支出 500,000 490,000 10,000
ソフトウェア購入支出 0 1,380,500
リース資産購入支出 0 264,000

固定資産取得支出計 18,500,000 19,307,098
投資活動支出計 262,887,810 312,586,985

投資活動収支差額 2,049,190 27,400,501
Ⅲ　財務活動収支の部

 1. 財務活動収入
リース債務借入収入

リース債務借入収入 0 264,000
財務活動収入計 0 264,000

 2. 財務活動支出
リース債務返済支出

リース債務返済支出 3,172,608 3,181,408
財務活動支出計 3,172,608 3,181,408

財務活動収支差額
Ⅳ　予備費支出

当期収支差額 28,030,857
前期繰越収支差額 25,391,759 25,391,759 0
次期繰越収支差額 24,432,218 53,422,616

収支計算書
平成31年 4月 1日から令和2年 3月31日まで

科目 予算額 決算額 差異 備考
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(単位:円)

Ⅰ　事業活動収支の部

 1. 事業活動収入

基本財産運用収入

基本財産利息収入 5,095 5,095

会費収入

入会金収入 888,000 888,000

正会員会費収入 139,432,000 139,432,000

団体会員会費収入 247,000 247,000

賛助会員会費収入 3,650,000 3,650,000

事業収入

会場収入 7,090,000 243,177,739 250,267,739

広告料収入 4,398,154 8,007,000 12,405,154

認定料収入 6,320,000 6,320,000

更新料収入 24,900,000 24,900,000

試験料収入 11,190,000 11,190,000

ｾﾙﾌﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ収入 1,024,000 1,024,000

厚労省受託事業収入 27,200,000 27,200,000

補助金等収入

国庫補助金収入 7,000,000 7,000,000

国際腎臓学会 1,648,200 1,648,200

寄付金収入

寄付金収入 500,000 500,000

賛助金収入 18,180,000 18,180,000

雑収入

受取利息収入 31 1,054 1,577 2,662

雑収入 35,439,372 330,000 35,769,372

事業活動収入計 27,200,000 53,927,557 1,648,200 269,365,793 43,434,000 145,053,672 0 540,629,222

 2. 事業活動支出

事業費支出

給料手当支出 3,370,051 10,688,672 3,837,670 4,831,358 6,915,430 29,643,181

福利厚生費支出 442,434 1,488,181 443,722 605,562 880,453 3,860,352

会議費支出 712,283 3,374,329 446,106 13,645,469 34,433 18,212,620

旅費交通費支出 2,226,786 8,620,711 8,185,519 30,319,516 2,167,739 51,520,271

通信運搬費支出 216,247 12,643,770 43,673 3,073,784 4,333,155 20,310,629

備品消耗品費支出 2,320 31,385 2,320 277,646 29,475 343,146

修繕費支出 41,736 564,668 41,736 245,508 1,480,044 2,373,692

印刷製本費支出 9,889 63,464,889 41,205 22,869,052 2,445,905 88,830,940

会場費支出 0 2,284,089 591,281 88,045,266 1,405,140 92,325,776

水道光熱費支出 5,747 77,757 5,747 33,807 73,024 196,082

賃借料支出 85,333 1,175,622 85,333 501,958 1,084,228 2,932,474

保険料支出 4,335 58,645 4,335 25,498 55,075 147,888

諸謝金支出 0 1,277,837 0 2,270,023 0 3,547,860

事務用品費支出 10,742 406,236 10,742 1,832,778 164,093 2,424,591

リース料支出 93 1,252 93 544 1,176 3,158

奨励金支出 1,700,000 0 0 0 1,700,000

租税公課支出 0 4,706,892 0 13,007,690 718,031 18,432,613

寄付金支出 0 0 2,090,900 0 0 2,090,900

委託費支出 26,710,000 12,982,181 474,568 56,947,964 312,530 97,427,243

奨学金支出 900,000 0 0 0 0 900,000

広告宣伝費支出 0 612,936 642,522 1,549,801 0 2,805,259

記念品費支出 596,682 130,788 0 1,739,614 0 2,467,084

支払手数料支出 46,712 221,433 62,136 41,440 316,480 688,201

雑費支出 1,562 3,669,006 13,895 21,932 19,847 3,726,242

事業費支出計 37,082,952 128,481,279 17,023,503 241,886,210 22,436,258 0 0 446,910,202

合計

収支計算書内書内

平成31年 4月 1日から令和2年 3月31日まで

科目 研究調査奨励事業 出版･啓発事業 交流事業 学術集会事業 専門医制度事業 法人会計 内部取引消去
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合計科目 研究調査奨励事業 出版･啓発事業 交流事業 学術集会事業 専門医制度事業 法人会計 内部取引消去

管理費支出

給料手当支出 11,109,697 11,109,697

福利厚生費支出 1,829,366 1,829,366

支払報酬 3,150,000 3,150,000

会議費支出 2,810,574 2,810,574

旅費交通費支出 5,835,856 5,835,856

通信運搬費支出 3,257,831 3,257,831

備品消耗品費支出 57,312 57,312

修繕費支出 1,547,795 1,547,795

印刷製本費支出 1,401,137 1,401,137

水道光熱費支出 141,990 141,990

賃借料支出 2,108,222 2,108,222

保険料支出 107,089 107,089

諸謝金支出 467,754 467,754

事務用品費支出 265,382 265,382

リース料支出 2,285 2,285

租税公課支出 6,554 6,554

負担金支出 1,262,750 1,262,750

支払手数料支出 1,442,133 1,442,133

委託費支出 577,125 577,125

雑費支出 38,592 38,592

管理費支出計 0 0 0 0 0 37,419,444 0 37,419,444

事業活動支出計 37,082,952 128,481,279 17,023,503 241,886,210 22,436,258 37,419,444 0 484,329,646

事業活動収支差額 △ 9,882,952 △ 74,553,722 △ 15,375,303 27,479,583 20,997,742 107,634,228 0 56,299,576

Ⅱ　投資活動収支の部

 1. 投資活動収入

特定資産取崩収入

学会主導学術総会収入 0 0 0 0 0 287,235,674 287,235,674

特定資産取崩収入計 0 0 0 0 0 287,235,674 0 287,235,674

投資活動収入計 0 0 0 0 0 287,235,674 0 287,235,674

 2. 投資活動支出

特定資産取得支出

退職給付引当資産取得支出 0 0 0 0 0 1,724,550 1,724,550

学術調査研究基金取得支出 0 0 0 0 0 20,000,000 20,000,000

学会主導学術総会取得支出 0 0 0 0 0 271,555,337 271,555,337

特定資産取得支出計 0 0 0 0 0 293,279,887 0 293,279,887

固定資産取得支出

専門医症例登録システム取得支出 0 0 0 0 0 17,172,598 17,172,598

什器備品取得支出 0 0 0 0 0 490,000 490,000

ソフトウェア購入支出 0 0 0 0 0 1,380,500 1,380,500

リース資産購入支出 0 0 0 0 0 264,000 264,000

固定資産取得支出計 0 0 0 0 0 19,307,098 0 19,307,098

投資活動支出計 0 0 0 0 0 312,586,985 0 312,586,985

投資活動収支差額 0 0 0 0 0 △ 25,351,311 0 △ 25,351,311

Ⅲ　財務活動収支の部

 1. 財務活動収入

リース債務借入収入

リース債務借入収入 0 0 0 0 0 264,000 264,000

リース債務借入収入計 0 0 0 0 0 264,000 0 264,000

財務活動収入計 0 0 0 0 0 264,000 0 264,000

 2. 財務活動支出

リース債務返済支出

リース債務返済支出 0 0 0 0 0 3,181,408 3,181,408

リース債務返済支出計 0 0 0 0 0 3,181,408 0 3,181,408

財務活動支出計 0 0 0 0 0 3,181,408 0 3,181,408

財務活動収支差額 0 0 0 0 0 △ 2,917,408 0 △ 2,917,408

当期収支差額 △ 9,882,952 △ 74,553,722 △ 15,375,303 27,479,583 20,997,742 79,365,509 0 28,030,857

他会計振替額 9,882,952 74,553,722 15,375,303 △ 27,479,583 △ 20,997,742 △ 51,334,652 0

前期繰越収支差額 0 0 0 0 0 25,391,759 0 25,391,759

次期繰越収支差額 0 0 0 0 0 53,422,616 0 53,422,616



15

収支計算書に対する注記

１．資金の範囲

資金の範囲には、現金・預金、前払金、未収金、未払金、前受金、預り会費、預り金を含め

ている。なお、期首及び当期末残高は、下記２に記載するとおりである。

２．次期繰越収支差額に含まれる資産及び負債の内訳

（単位：円）

期首有高 当期末残高

75,460,083   48,423,003   

8,430,560   10,005,732   

1,539,152   32,801,000   

85,429,795   91,229,735   

12,669,357   7,374,237   

44,116,466   27,995,000   

2,145,000   1,740,000   

1,107,213   697,882   

60,038,036   37,807,119   

25,391,759   53,422,616   

未 払 金

科　　目

現 金 ･ 預 金

前 払 金

未 収 金

合　　計

前 受 金

預 り 会 費

預 り 金

合　　計

次期繰越収支差額
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報告事項 

 
１．令和元年度事業報告 

 

 

一般社団法人日本腎臓学会 令和元年度事業概要報告 

 
１． 学術集会の開催 

◎第 62 回日本腎臓学会学術総会 
  総会長：湯澤由紀夫   

 藤田医科大学 医学部 腎臓内科学 教授 
会 期：2019 年 6 月 21 日（金）～23 日（日） 
会 場：名古屋市 名古屋国際会議場 
テーマ：「腎臓学・元年～データサイエンスが導く新たな世界～」 
 
サテライトシンポジウム 
会 期：2019 年 8 月 4 日（日） 
会 場：甲府市 ベルクラシック甲府 
テーマ：腎臓学の頂をめざして 
 

  ○第 49 回日本腎臓学会東部学術大会 
  大会長：乳原善文 虎ノ門病院腎センター内科リウマチ膠原病内科部長 

会 期：2019 年 10 月 4 日（金）・5 日（土） 
会 場：東京 虎ノ門ヒルズフォーラム 
テーマ：「目前に悩む患者の中に明日の腎臓内科学教科書の中身がある～君の症例 

は腎臓学の進歩に寄与する最初の一例である～」 
 
  ○第 49 回日本腎臓学会西部学術大会 

  大会長：寺田典生  高知大学 医学部内分泌代謝・腎臓内科 教授 
会 期：2019 年 10 月 18 日（金）・19 日（土） 
会 場：高知 高知市文化プラザかるぽーと、ホテル日航高知旭ロイヤル、トップ 
       ワン四国 
テーマ：「臨床と Basic Science の融合を目指して」 
   

２．出版事業 
   1) 学会誌：日本腎臓学会誌の発行（年 8 号） 
       ：Clinical and Experimental Nephrology の発行（年 12 号） 
       ：CEN Case Reports の発刊（年 4 号）  
     2) 「ヨード造影剤使用に関するガイドライン改訂版」英訳版の発刊 

3) 「腎生検ガイドブック改訂版」の発刊 
   4) 「サルコペニア・フレイルを合併した CKD の食事療法の提言」を日腎誌に掲載 
    
３．腎疾患に関する調査・検討 

1) 厚生労働省 
    ①慢性腎臓病(CKD)の早期発見・診断、CKD 重症化予防に関する調査研究 
    ②糖尿病性腎症の病態解明と新規治療法確立のための評価法の開発 

③慢性腎臓病(CKD)診療提供体制構築モデル事業に参画 
④慢性腎臓病(CKD)に関する啓発等に関する特別対策事業に参画 
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⑤臨床効果データベース整備事業の継続 
2) AMED 腎疾患実用化研究事業に参画 
3) 腎臓病健診のあり方の検討 
4) 腎臓病総合レジストリーの構築 
5) IgG4 関連腎臓病の研究 
6) 腎病理標準化の推進 
7) 日本 CKD コホート研究終了後の継続予後調査に関する研究 
 

４．普及･ 啓発・後援 
1) 慢性腎臓病（CKD）の予防・診断・治療に関する講演会開催 
2) 市民公開講座の開催 
  ・2019 年年 6 月 23 日(日) 名古屋国際会議場 
3) 学生・研修医のための教育セミナー 
  ・2019 年 10 月 5 日(土)   東京：虎ノ門ヒルズフォーラム 
  ・2019 年 10 月 18 日(日) 高知：高知市文化プラザかるぽーと 
4) 臨床研修医のための腎臓セミナー 
  ・2019 年 8 月 10・11 日 第 29 回臨床研修医のための腎臓セミナー 

：札幌市 ホテルニューオータニイン札幌  
    ・2020 年 3 月 14 日予定の第 30 回臨床研修医のための腎臓セミナーは新型コロナ 

ウイルス感染拡大のため 2020 年 8 月に延期した。 
5) 腎臓専門医受験のための教育セミナー 

    ・2019 年 6 月 22 日(土) 名古屋：名古屋国際会議場 
6) 第 14 回腎病理夏の学校 
  ・2019 年 8 月 3 日(土)・４日(日) 昭和大学富士吉田キャンパス 
7）世界腎臓デー慢性腎臓病啓発イベント 

    ・2020 年 3 月  キドニーウォーク（新型コロナウイルス感染拡大のため中止） 
    ・2020 年 3 月  主要都市での検尿キッド配布とキャンペーン（新型コロナウイル 

ス感染拡大のため中止） 
  8) 都道府県における「CKD 啓発イベント(日本腎臓病協会主催)」についても新型コロナ 

ウイルス感染拡大のため中止した。 
9）男女共同参画推進に関する活動 
  ・2019 年 6 月 22 日(土) 第 62 回学術総会  
   「テーマ：なし」 
  ・2019 年 10 月 5 日(土) 第 49 回東部学術大会 
   「テーマ：ワークライフバランスと研究」 
  ・2019 年 10 月 18 日(金) 第 49 回西部学術大会 
   「テーマ：男女共同参画の次のステージへ！」 

10) 厚生労働省、全腎協全国大会、日本腎臓病協会など各団体への後援 
５．国際交流 
   1) 第 62 回学術総会前日、アジア諸国から若手研究者を招待し、APSN による CME  
    を開催した。 
   2) 第 62 回学術総会中、アジア国際交流の一環として英語セッションを開催した。 

3) 第 62 回学術総会中、JSN と KDIGO でジョイントシンポジウムを開催した。 
4) 第 62 回学術総会中、JSN と ERA/EDTA でジョイントシンポジウムを開催した。 
5) 第 62 回学術総会中、JSN と ASN でジョイントシンポジウムを開催した。 
 

６．褒賞および研究業績の顕彰 
1) 大島賞の授与 
2) 優秀論文賞の授与 
3) 日本腎臓学会奨学プログラムの授与 
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4) 上田賞の授与 
5) Young Investigator Award(YIA)の授与 

 6)Clinical Scientist Award(CSA)の授与 
 
７．その他の事業 

1) 会員数の増加を図った。 
   2) 腎臓専門医・指導医、研修施設の認定を行った。 

3) 2020 年 2 月 1 日（土）第 28 回腎臓専門医試験を行なった。 
4) 日本医師会日本糖尿病対策推進会議に参画し、「糖尿病性腎症」のテーマに取り組ん 

だ。 
5) 学会主導の学術総会・東西学術大会の推進を行った。 
6) 腎臓病療養指導士制度に関する講習会および認定試験を実施した。(日本腎臓病協会) 
7) 診療報酬算定獲得に向け対策を強化し、2020 年度社会保険診療報酬改定提案書を内 
 保連に提出した。 
8) 会員のメール登録を強化・拡充を図る。 

     9 )「日本腎臓学会サポーター制度」を利用した更なる活動支援を積極的に行った。 
10 ) 基礎研究コンソーシアム活動の助成を行った。 
11) その他 
 

以上 
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2019 年度業務概要 
2020 年 3 月 31 日現在 

年月日        業 務 内 容    備  考 
’19..04.06 広報委員会 フクラシアオアゾ 

04.06 倫理委員会 フクラシアオアゾ 
04.09 第 62 回日本腎臓学会学術総会打合せ 藤田医科大学 
04.17 公認会計士監査 事務局 

 04.18 内科関連サブスペ学会協議会 日内会館 
05.11 腎生検ガイドブック改訂委員会 フクラシアオアゾ 

 05.14 財務委員会 WEB 会議 
05.16 JKA/協和発酵キリン連携協力協定締結 東京ガーデンパレス 

 05.18 監査会 事務局 
 05.19 令和元年度第 1 回定例理事会 ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京 
05.22 JKA/大塚製薬連携協定締結 東京ガーデンパレス 

 06.02 第 7 回腎臓病療養指導士講習会 東京医科歯科大学 
 06.04 第 62 回日本腎臓学会学術総会会場打合せ 名古屋国際会議場 
06.09 腎臓移植施設認定委員会 フクラシアオアゾ 

06.14 サブスペ学会 J-OSLER 協議会 日内会館 
06.20 APSN/JSN CME course 2019 名古屋国際会議場 

06.21-23 第 62 回日本腎臓学会学術総会    〃 
06.21 JSN Next Frontiers 2028 委員会 

腎生検ガイドブック改訂委員会 
名古屋国際会議場 
   〃 

06.22 腎臓病レジストリー委員会・腎臓病登録・追跡小委 
員会 
男女共同参画委員会 
JSN/TSN leadership meeting 
日本糖尿病学会との打合せ 

名古屋国際会議場 
 
 
   〃 
   〃 

06.23 サポーター制度支援委員会 
基礎研究推進小委員会 
腎代替療法選択ガイド・ガイドライン作成委員会 
Onconephrology ワーキンググループ 
基礎研究コンソーシアム会議 
腎代替療法専攻医セミナーに関する打合せ 
CKD-JACⅡステアリング・サイエンティフィック 
コミッティー会議 
学術集会制度改革に関する会議 

名古屋国際会議場 
   〃 
   〃   
   〃 
   〃 
   〃 
   〃 
 
   〃 

06.27 令和元年度第 1 回日本腎臓病協会定例総会 日内会館 
06.30 腎臓病療養指導士に関する合同委員会 パシフィコ横浜 
07.07 DKD 公開セミナー 東京ガーデンパレス 
07.10 JKA/田辺三菱製薬共同事業契約締結 日内会館 
07.27 AI,ICT セミナー フクラシア八重洲 
07.30 第 1 回教育・専門医制度委員会 日内会館 
08.04 第 62 回学術総会サテライトシンポジウム ベルクラシック甲府 
08.10-11 第 29 回臨床研修医のための腎臓セミナー ニューオータニイン札幌 
08.19 学会あり方委員会 日内会館 
08.31 編集打合せ会 

腎代替療法選択ガイド作成委員会 
腎代替療法専攻医セミナー 

東京医科歯科大学 
   〃 
   〃 
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第 5 回腎臓セミナー・Nexus Japan 
腎臓セミナー企画小委員会 
腎臓病レジストリー委員会・腎臓病登録・追跡小委

員会合同委員会 

      〃 
   〃 
   〃 

09.01 令和元年度第 1 回臨時理事会 ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京 
09.03 第 50 回東部学術大会打合せ 日内会館 
09.12 COI 委員会    〃 
09.13 第 2 回教育・専門医制度委員会    〃 
09.15 腎臓病療養指導士に関する合同委員会 

JKA/田辺三菱共同事業選考委員会 
   〃 
田辺三菱製薬 

09.28 評議員連絡会 
広報委員会西部キーパーソン会議 
JSN Next Frontiers 2028 委員会 

   〃 
   〃 
   〃 

 09.20 編集打合せ会 
編集委員会 

フクラシアオアゾ 
   〃 

10.03 第 63 回日本腎臓学会学術総会プログラム委員会 
JSN Next Frontiers 2028 委員会 

虎ノ門ヒルズフォーラム 
   〃 

10.04-05 第 49 回日本腎臓学会東部学術大会    〃 
  10.04 JSN/JSDT 共同事業企画委員会 

第 19 回 IgG4 関連腎臓病ＷＧ 
評議員連絡会 

虎ノ門ヒルズフォーラム 
愛宕山弁護士ビル 
虎ノ門ヒルズフォーラム 

10.05 東部編集査読連絡会 
CKD-JACⅡ委員会 
総務委員会 
サポーター制度支援委員会、東部サポーターの集い 
CKD-JACⅡ研究全体報告会 

虎ノ門ヒルズフォーラム 
アンダーズ東京ホテル 
虎ノ門ヒルズフォーラム 
   〃 
   〃 

10.18-19 第 49 回日本腎臓学会西部学術大会 高知市文化プラザかるぽーと    
10.18 評議員連絡会 

広報委員会西部キーパーソン/JKA との合同会議 
    〃  
   〃  

   10.19 西部編集査読連絡会 
JSN Next Frontiers 2028 委員会 
サポーター制度支援委員会、西部サポーターの集い 

ホテル日航高知ロイヤル 
高知市文化プラザかるぽーと 
   〃 

10.20 腎領域における慢性疾患臨床評価ガイドライン構築委員会 フクラシアオアゾ 
  10.21 内科系サブスペシャリティ学会協議会 日内会館 
 10.23 第 50 回東部学術大会打合せ 

財務委員会 
日内会館 
ＷＥＢ会議 

10.26 広報委員会 
褒賞選考部会 

フクラシアオアゾ 
   〃 

10.31 第 3 回教育・専門医制度委員会 日内会館  
  11.02 腎臓病療養指導士評価普及小委員会 ベルサール高洲 

11.24 30-2 定例理事会 ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京    
11.28 倫理委員会    〃 

 12.01 糖尿病性腎症合同委員会 岡山国際センター 
 12.02 サブスペ J-OSLER 打合せ 日内会館 
 12.14 理事選挙管理委員会 フクラシア八重洲 
 12.21 第 63 回日本腎臓学会学術総会プログラム委員会 日内会館 

’20. 01.22 倫理委員会 日内会館 
 01.24 理事候補者推薦委員会 ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京 
 01.26 第 3 回腎臓病療養指導士認定試験 TOC メッセ 
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’20. 02.01 第 28 回腎臓専門医試験 ベルサール秋葉原 
 02.08 腎臓病レジストリー委員会 東京慈恵会医科大学 
 02.09 JSN 公的研究合同発表会 一橋講堂 
 02.11 腎臓病療養指導士に関する合同委員会 日内会館 
 02.16 広報委員会（HP に関する打合せ） 事務局 
 02.18 内科系サブスペシャリティ学会協議会 日内会館 
 02.18 サブスペシャリティ領域 WG（専門医機構） 国際フォーラム 
 02.20 倫理委員会 日内会館 
 02.25 科学研究費中間評価ヒアリング 日本学術振興会 
 02.28 編集打合せ会・編集委員会 日内会館 
 02.28 第 63 回日本腎臓学会学術総会打合せ会   〃 
 02.29 IgG4 関連腎臓病 WG ｽﾃｰｼｮﾝｺﾝﾌｧﾗﾝｽ東京 
 03.04 第 2 回サブスペシャリティ領域 WG（専門医機構） AP 東京・八重洲 
 03.04 財務委員会（2020 年度予算） Web 会議 
 03.12 第 4 回教育・専門医制度委員会 日内会館・Web 会議 
 03.18 第 2 回学会あり方委員会   〃 
    

 



（１） 訃報

名 誉 会 員 令和2年3月25日ご逝去（石川県）

名 誉 会 員 令和元年9月10日ご逝去（神奈川県）

名 誉 会 員 令和元年11月22日ご逝去（東京都）

功 労 会 員 令和元年5月17日ご逝去（静岡県）

功 労 会 員 　　鏑木
カブラギ

　恒男
ツネオ

 先生 令和元年11月30日ご逝去（静岡県）

功 労 会 員 令和元年11月1日ご逝去（新潟県）

功 労 会 員 令和元年12月23日ご逝去（福岡県）

功 労 会 員 　　堀越
ホリコシ

　哲
サトシ

　先生 令和２年4月29日ご逝去（東京都）

功 労 会 員 令和元年8月4日ご逝去（愛知県）

（２）会員数(令和２年３月３１日現在）

名誉会員 団体会員 賛助会員 合計
一般会員 評議員 功労会員

9,975 595 310 63 10,943名

18 35 53団体

（３）地区別正会員数    (令和２年３月３１日現在）

東   部 西  部
北海道 北  陸
東  北 東海（静岡を除く）

関  東 近  畿
甲信越 中  国
静  岡 四  国

九  州
沖  縄

計 計
外  国

正会員合計

（４）地区別評議員数    (令和２年３月３１日現在）

東   部 西  部
北海道 北  陸
東  北 東海（静岡を除く）

関  東 近  畿
甲信越 中  国
静  岡 四  国

九  州
沖  縄

計 計
合  計

329 266
595

20 18
30
4

37 42
237 108
22 37

6
10,880

評議員 評議員
13 27

131
5,677 5,197

239 282
1,178

4,160 1,866
418 584

286 318
574 838

正 会 員 正 会 員

庶 務 報 告

　　石川
イシカワ

　勲
イサオ

　先生

　　酒井
サカイ

　糾
タダス

　先生

　　高橋
タカハシ

　進
ススム

　先生

　　大園
オオゾノ

　誠一郎
セイイチロウ

　先生

　　高宮
タカミヤ

　治生
ハルオ

　先生

　　久野
ヒサノ

　敏
サトシ

　先生

　　矢崎
ヤサキ

　雄彦
タケヒコ

　先生

正会員

小計　10,880名 (入会申請中の116名を除く)
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２．令和２年度事業計画 
 

一般社団法人日本腎臓学会 2020 年度事業計画 

 
 
１． 学術集会の開催 

◎第 63 回日本腎臓学会学術総会 
  総会長：柏原直樹   

 川崎医科大学 医学部 腎臓・高血圧内科学 主任教授 
会 期：2020 年 6 月 26 日（金）～2８日（日） 
会 場：横浜市 パシフィコ横浜会議センター  
テーマ：「腎臓病の克服をめざしてーサイエンス、実践、英知―」 
 

  ○第 50 回日本腎臓学会東部学術大会 
  大会長：長田道夫 筑波大学医学医療系腎・血管病理学 教授 

会 期：2020 年 9 月 26 日（土）・27 日（日） 
会 場：つくば市 つくば国際会議場 
テーマ：「病態を視るーImaging and Informatics―」 

 
  ○第 50 回日本腎臓学会西部学術大会 

  大会長：重松 隆  和歌山県立医科大学 医学部腎臓内科学講座 教授 
会 期：2020 年 10 月 16 日（金）・17 日（土） 
会 場：和歌山市 和歌山県民文化会館、ホテル アバローム紀の国 
テーマ：「故きを温ねて新しきを知る」 
   

２．出版事業 
   1) 学会誌：日本腎臓学会誌の発行（年 8 号） 
       ：Clinical and Experimental Nephrology の発行（年 12 号） 
       ：CEN Case Reports の発刊（年 4 号）  
     2) 「CKD ガイドブック・ガイドライン改訂版」の発刊準備 

3) 「腎生検ガイドブック改訂版」の発刊 
   4) 「腎代替療法選択ガイド」の発刊 
   5) 「腎領域における慢性疾患臨床評価ガイドライン」の発刊 
    
３．腎疾患に関する調査・検討 

1) 厚生労働省 
    ①慢性腎臓病(CKD)の早期発見・診断、CKD 重症化予防に関する調査研究 
    ②糖尿病性腎症の病態解明と新規治療法確立のための評価法の開発 

③慢性腎臓病(CKD)診療提供体制構築モデル事業に参画 
④慢性腎臓病(CKD)に関する啓発等に関する特別対策事業に参画 
⑤臨床効果データベース整備事業の継続 

2) AMED 腎疾患実用化研究事業に参画 
3) 腎臓病健診のあり方の検討 
4) 腎臓病総合レジストリーの構築 
5) IgG4 関連腎臓病の研究 
6) 腎病理標準化の推進 
7) 日本 CKD コホート研究終了後の継続予後調査に関する研究 

４．普及･ 啓発・後援 
1) 慢性腎臓病（CKD）の予防・診断・治療に関する講演会開催 
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2) 市民公開講座の開催 
  未定 
3) 学生・研修医のための教育セミナー 
  ・2020 年 9 月 26 日(土)   つくば：つくば国際会議場 
  ・2020 年 10 月 16 日(金) 和歌山：和歌山県民文化会館 
4) 臨床研修医のための腎臓セミナー 

    ・2020 年 8 月 8・9 日 第 30 回臨床研修医のための腎臓セミナー 
               ：大阪市 梅田スカイビル ステラホール 

5) 腎臓専門医受験のための教育セミナー 
    ・2020 年 6 月 27 日(土) 横浜：パシフィコ横浜会議センター 

6) 第 16 回腎病理夏の学校 
  ・2020 年 9 月 12・13 日  産業医科大学 
7）世界腎臓デー慢性腎臓病啓発イベント 

    ・2021 年 3 月  キドニーウォーク 
    ・2021 年 3 月  主要都市での検尿キッド配布とキャンペーン 
    ・2021 年 3 月 「CKD に関するシンポジウム（日本腎臓病協会主催） 
  8) 都道府県における「CKD 啓発イベント(日本腎臓病協会主催)」 

9）男女共同参画推進に関する活動 
  ・2020 年 6 月 2７日(土) 第 63 回学術総会  
   「テーマ：未定」 
  ・2020 年 9 月 未定  第 50 回東部学術大会 
   「テーマ：未定」 
  ・2020 年 10 月 未定 第 50 回西部学術大会 
   「テーマ：未定」 

10) 厚生労働省、全腎協全国大会、日本腎臓病協会など各団体への後援 
 

５．国際交流 
   1) 第 63 回学術総会中、アジア国際交流の一環として英語セッションを行う。 
   2) 第 63 回学術総会中、JSN と KDIGO でジョイントシンポジウムを行う。 

3) 第 63 回学術総会中、JSN と ERA/EDTA でジョイントシンポジウムを行う。 
4) 第 63 回学術総会中、JSN と ASN でジョイントシンポジウムを行う。 
 

６．褒賞および研究業績の顕彰 
1) 大島賞の授与 
2) 優秀論文賞の授与 
3) 日本腎臓学会奨学プログラムの授与 
4) 上田賞の授与 
5) Young Investigator Award(YIA)の授与 

 6)Clinical Scientist Award(CSA)の授与 
 
７．その他の事業 

1) 会員数の増加を図る。 
   2) 腎臓専門医・指導医、研修施設の認定を行う。 

3) 2021 年 2 月 6 日（土）第 29 回腎臓専門医試験を行う。 
4) 日本医師会日本糖尿病対策推進会議に参画し、「糖尿病性腎症」のテーマに取り組む。 
5) 学会主導の学術総会・東西学術大会の推進を行う。 
6) 腎臓病療養指導士制度に関する講習会および認定試験を実施する。(日本腎臓病協会) 
7) 診療報酬算定獲得に向け対策を強化する。 
8) 会員のメール登録を強化・拡充を図る。 

     9 )「日本腎臓学会サポーター制度」を利用した更なる活動支援を積極的に行う。 
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10 ) 基礎研究コンソーシアム活動の助成 
11) その他 

以上 
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 2020年度正味財産増減予算書

（単位：円）

研究調査奨励事業 出版啓発事業 交 流 事 業 学 術 集 会 事 業 専門医制度事業 法 人 会 計 内部取引消去 合計

　Ⅰ一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

（１）経常収益

① 基 本 財 産 運 用 益

基本財産受取利息 6,000 6,000 

② 受 取 会 費

入 会 金 900,000 900,000 

正 会 員 会 費 144,547,000 144,547,000 

団 体 会 費 286,000 286,000 

賛 助 会 員 会 費 3,700,000 3,700,000 

③ 事 業 収 益

会 場 収 益 11,380,000 0 225,990,000 237,370,000 

広 告 料 収 益 300,000 0 8,107,000 8,407,000 

認 定 料 収 益 7,000,000 7,000,000 

更 新 料 収 益 40,500,000 40,500,000 

試 験 料 収 益 0 9,900,000 9,900,000 
ｾﾙﾌﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ問題収

益
1,000,000 1,000,000 

J-OSLER 使 用 料 3,600,000 3,600,000 

厚労省受託事業収入 0 0 

④ 受 取 補 助 金 等

財 団 ・ 自 治 体 0 0 0 1,000,000 1,000,000 

⑤ 受 取 負 担 金

受 取 負 担 金 0 0 

⑤ 受 取 寄 附 金

受 取 寄 附 金 0 0 0 500,000 500,000 

賛 助 金 収 益 16,500,000 16,500,000 

⑥ 受 取 助 成 金 7,000,000 0 7,000,000 

⑦ 雑 収 益

受 取 利 息 0 1,000 1,000 

雑 収 益 27,000,000 0 0 300,000 27,300,000 

0 45,680,000 0 251,597,000 62,000,000 150,240,000 0 509,517,000 

（２）経常費用

① 事 業 費

給 料 手 当 4,158,000 12,705,000 5,512,500 6,562,500 7,329,000 36,267,000 

福 利 厚 生 費 590,100 1,831,200 693,000 903,000 971,250 4,988,550 

支 払 報 酬 0 0 0 0 0 0 

退 職 給 付 費 用 52,200 226,200 104,400 287,100 350,100 1,020,000 

会 議 費 714,000 3,780,000 346,500 12,600,000 105,000 17,545,500 

旅 費 交 通 費 2,520,000 10,216,500 8,925,000 21,000,000 1,470,000 44,131,500 

通 信 運 搬 費 136,500 966,000 147,000 1,795,500 4,275,600 7,320,600 

備 品 消 耗 品 費 12,600 210,000 15,750 229,688 26,250 494,288 

修 繕 費 173,250 577,500 231,000 288,750 3,525,375 4,795,875 

印 刷 製 本 費 31,500 37,275,000 246,750 22,165,500 4,683,000 64,401,750 

会 場 費 0 3,802,050 0 65,707,782 1,575,000 71,084,832 

水 道 光 熱 費 28,350 94,500 36,750 45,938 59,850 265,388 

賃 借 料 398,918 1,329,728 531,891 664,864 864,323 3,789,724 

保 険 料 30,176 126,000 45,598 40,475 35,700 277,949 

諸 謝 金 52,500 840,000 52,500 4,200,000 0 5,145,000 

事 務 用 品 費 78,750 294,000 105,000 131,250 170,625 779,625 

リ ー ス 料 0 0 0 0 0 0 

奨 励 金 1,890,000 0 0 0 0 1,890,000 

租 税 公 課 0 8,963,800 0 25,101,700 927,400 34,992,900 

支 払 負 担 金 0 52,500 0 0 0 52,500 

寄 附 金 0 0 1,837,500 0 0 1,837,500 

委 託 費 1,575,000 17,640,000 173,250 90,746,250 315,000 110,449,500 

奨 学 金 630,000 0 0 0 0 630,000 

広 告 宣 伝 費 0 3,780,000 892,500 0 0 4,672,500 

記 念 品 費 630,000 0 0 630,000 0 1,260,000 

支 払 手 数 料 31,500 210,000 73,500 63,000 348,600 726,600 

減 価 償 却 費 696,787 646,530 47,787 281,100 4,041,176 5,713,380 

雑 費 7,875 4,751,250 52,500 1,021,125 17,063 5,849,813 

事 業 費 計 14,438,006 110,317,758 20,070,676 254,465,522 31,090,312 0 430,382,274 

② 管 理 費

給 料 手 当 13,597,500 13,597,500 

福 利 厚 生 費 1,575,000 1,575,000 

支 払 報 酬 3,454,500 3,454,500 

会 議 費 3,444,000 3,444,000 

旅 費 交 通 費 5,221,650 5,221,650 

通 信 運 搬 費 2,922,150 2,922,150 

備 品 消 耗 品 費 57,750 57,750 

修 繕 費 1,312,500 1,312,500 

印 刷 製 本 費 3,139,500 3,139,500 

水 道 光 熱 費 115,500 115,500 

（2020年4月1日～2021年3月31日）

科　　　目

経常収益計

3.令和２年度収支予算３．令和２年度収支予算
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４．令和 6年度第 67 回日本腎臓学会学術総会長 

内田 信一（東京医科歯科大学 腎臓内科 教授） 

５．令和 5年度第 53 回日本腎臓学会学術大会長 

第 53 回日本腎臓学会東部学術大会 

宮崎 真理子（東北大学 腎・高血圧・内分泌学分野 特命教授） 

第 53 回日本腎臓学会西部学術大会 

伊藤 孝史（島根大学医学部附属病院 腎臓内科 診療教授） 

６．その他 

第 10 回日本腎臓学会上田賞 

菊池 健次郎  理事 2002.4 ～2004.3   第 33 回東部大会長 

  下條 文武 理事長 2004.4～2006.3 理事 2000.4～2006.3 

監事 2006.4～2008.3   第 48 回学術総会長 

  東原 英二 理事 1998.4～2008.3  第 49 回学術総会長 

  菱田  明 理事長 2006.4～2008.3 理事 2002.4～2008.3  

第 50 回学術総会長 

  小山 哲夫 理事 2000.4～2008.3 

  上田 尚彦 監事 2004.4～2008.3  

第 27 回（2020 年度）日本腎臓学会「大島賞」2名 

井上 剛 東京大学医学系研究科 慢性腎臓病病態生理学 

「神経―免疫系を介した腎臓保護メカニズム」 

安藤 史顕 東京医科歯科大学医歯学総合研究科  

「腎臓集合菅の病態生理機能の解明と先天性腎性尿崩症の治療法開発」 

第 4回（2020 年度）日本腎臓学会「CSA」(Clinical Scientist Award) 

田中 茂 九州大学病院 腎・高血圧・脳血管内科 

「慢性腎臓病の病態解明を目指した臨床疫学コホートの推進」 

第 23 回優秀論文賞（2019 年） 

１．原著 2編（50 音順） 

1) 東原英二 (杏林大学医学部泌尿器科)

Age- and height-adjusted total kidney volume growth ratein autosomal
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dominant polycystic kidney diseases

【Clin Exp Nephrol （2019）23:100― 111】 

2) 藤井 公 (徳島大学医学部 分子栄養分野)

Analysis of opossum kidney NaPi-IIc sodium-dependent 

phosphatetransporter to understand Pi handling in human kidney

【Clin Exp Nephrol （2019）23:313―324】

２． 症例報告 1 編 

加藤珠代 (福井県済生会病院 内科) 

A case of apolipoprotein E Toyonaka and homozygous apolipoproteinE2/2 

showing non-immune membranous nephropathy-like glomerular lesions 

with foamy changes 

【CEN Case Reports (2019)8:106-111】 

第 11 回ベストサイテーション賞 

Review article   

Nosratola D.Vaziri (Division of Nephrology and Hypertension,

    University of California Irvine Medical Center) 

Role of dyslipidemia in impairment of energy metabolism, oxidative 
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